
 
167

2.10 検討項目 No.19 について 
 

主な具体的検討項目 検討内容 

小櫃川河口干潟等の環境や生物の生息状

況を調査・整理する。 

東京湾における三番瀬以外の干潟の環境や

生物の生息状況について、既存資料を収集

した。 

 

東京湾に干潟を再生する場合の基礎資料として、三番瀬以外の干潟（小櫃川河口、多摩

川河口、三枚洲）における環境や生物の生息状況について既存資料を収集、整理し（表

2.10-1、資料編）、三番瀬との比較を行った。また、国土交通省港湾局と環境省自然環境

局の共同調査の実施にあたり設置された「東京湾の干潟等生態系再生研究会」の平成 14

年度報告書（2003）で整理された東京湾に現存する干潟・浅場の規模を参考として示す

（参考表）。 
 

■ 小櫃川河口干潟（盤洲干潟） 

 小櫃川河口（盤洲）干潟は、自然形状に近い海岸地形を保っており、多様な環境（河

口部に広がる三角州や塩水湿地、砂質の前浜干潟）が残っている。ここには、三番瀬と

比べて、塩分、底質、潮位からみて様々な環境が存在し、それぞれの環境に応じた多様

な種類が生息している。 
 

■ 多摩川河口干潟 

 多摩川の河道内にあるため、汽水環境であり、三番瀬に生息する生物とは異なる汽水

性の生物が生息している。 
 

■ 三枚洲 

 荒川と旧江戸川河口に位置する浅海域で、出水時に河川水の影響を大きく受けること、

一部に干潟があること、人工海浜があることなど、三番瀬との共通点も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考表 干潟・浅場の規模 

出典）東京湾の干潟等の生態系再生研究会（2003）
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表 2.10-1 三番瀬以外の干潟（小櫃川河口、多摩川河口、三枚洲等）における環境や生物の状況 

 小櫃川河口干潟 

（盤洲干潟） 
多摩川河口干潟 三枚洲 参考：三番瀬 

場
所
・
形
状 

小櫃川河口部には三角州が広が

り、ヨシの発達する塩水湿地とな

っている。また、河口前面には砂

質の前浜干潟（盤洲干潟）が広が

っている。1) 

多摩川河口部（河道内）の両岸

に河口干潟が広がっている 3）。 

荒川及び旧江戸川河口にある前

置層からなる浅海域で、一部に

干潟がある。また、海岸部に葛

西海浜公園の人工海浜がある
5）。 

市川市、船橋市に面する浅海域

で、一部に干潟がある 8）。 

また、船橋市側の前面には、人

工海浜（船橋海浜公園）があ

る。 

地
形
の
変
遷 

東京湾の中で、最も自然形状に近

い海岸地形を保っている。2) 

多摩川河口に広がっていた干潟

は、空港建設等の目的で埋め立

てられ、消失した。 

現在は河道内にのみ干潟が残存

している。 

1973 年頃に始まった埋立てによ

って、干潟の一部が失われた。 

埋立てと並行して、1974 年から

葛西海浜公園の前面に人工渚が

造成された 6）。 

三番瀬周辺の海域では、1960 年

代から埋立てや地盤沈下によっ

て干出域が減少し、A.P.0m 以浅

の範囲はごく一部になった 9）。 

地
形
・
地
質
特
性 

東京湾の潮位差約 2m の範囲内に発

達しており、ヨシ帯の広がる潮上

帯（T.P.+0.4m 以高）から潮下帯

（T.P.-1～-3m）まで、多様な環境

がみられる。 

底質は大部分が細砂及び極細砂で

あるが、低潮亜帯（T.P.-0.6～-

1m）以深では泥分が増加する。1) 

右岸の干潟では、底質の中央粒

径は、0.062～0.5mm の範囲と比

較的多様であり、上流へ向かう

ほど粒径は小さくなる 4）。 

シルト・粘土分は、1.5～83.2%

の範囲であり、下流は 10%以下と

低く、上流に向かうほど高くな

る 4）。 

 

－ 

陸岸から沖合 3～5km まで A.P.5m

以浅の浅海域が 1650ha 広がって

おり、A.P.0m 以浅の干潟域の面

積は 140ha となっている。海底

の勾配は 1/1000 と緩やかであ

る。 

底質の中央粒径は平均で 0.158mm

であり、三番瀬奥部では粒径が

小さく、シルト・粘土分が多い

傾向がある 8）。 

生
物
の
状
況 

底生生物は、アシハラガニやフト

ヘナタリ等の汽水性のものからア

サリやバカガイ等の海水性のもの

まで多くの種類が、水深や底質に

応じて生息している。底生生物の

分布は一様ではなく、潮位や底質

環境によっていくつかの分布帯が

形成されている。1,2) 

右岸の干潟では、クロベンケイ

ガニやアシハラガニ等の汽水性

の底生生物が底質に応じて生息

している。生物相は、小櫃川河

口の前浜干潟に比べ、やや単調

である 3）。 

1991 年～2000 年（春、秋）の調

査によると、底生生物は、種類

数 2～39 種、個体数 151～1,248

個 体 /0.15m2 、 湿 重量 0.73 ～

95.36g/0.15m2 であり、調査毎の

変動が大きい 7）。 

1996、1997 年の毎月 1 回の調査

によるとマクロベントスは、種

類数 7～46 種、平均個体数 381

個 体 /0.1m2 、 平 均 湿 重 量

74.7g/0.1m2、豊富な生息量を維

持している 8）。 

三番瀬の奥部では粒度の細かい

底質に生息する種類が多い 9）。 

出典）1）大嶋ほか（1990），2）風呂田（2000），3）干潟班（1999），4）竹井（1999），5）沼田、風呂田（1997），6）古谷、和野（1996） 

7）東京都環境保全局水質保全部（1993～2002），8）千葉県土木部・千葉県企業庁（1999a），9）千葉県土木部・千葉県企業庁（1999b） 
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2.11 検討項目 No.20 について 
 

主な具体的検討項目 検討内容 

深浅測量により、三番瀬の最近の地形変

化を把握する。 

平成 14 年度に千葉県が実施した測量結果等

をもとに、三番瀬の地形変化を整理した。 

 

■ 三番瀬の海底地形 

平成 15 年 1～2 月に千葉県の実施した深浅測量調査の結果等をもとに、1948 年当時と

2000 年の海底地形鳥瞰図（清野委員提供資料）を図 2.11-1 に示す。 

2000 年の海底地形をみると、航路が掘削されており、また埋立による土砂採取の跡が

埋立地前面に深掘れとして残っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.11-1 三番瀬の海底地形鳥瞰図 
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■ 海底地形の変化 

昭和 55 年から 61 年、昭和 61 年から平成 3 年、平成 3 年から 12 年、平成 12 年から 15

年にかけて三番瀬で生じた水深の変化を図 2.11-2 にそれぞれ整理した。また、参考とし

て、三番瀬周辺で生じた地盤高の変化を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

引用文献 

・千葉県土木部・千葉県企業庁（1999）：三番瀬の環境の推移 

・千葉県･芙蓉海洋開発(株)（2003）：平成 14 年度三番瀬海底地形変化検討調査報告書（平成
15 年 3 月） 
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出典）千葉県･芙蓉海洋開発(株)（2003）

S55→S61 (6 ヶ年) S61→H3 (5 ヶ年) H3→H12 (9 ヶ年) H12→H15 (2 ヶ年) 

S55→H15 (22 ヶ年) 

参考：三番瀬周辺の地盤高の変化
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典）千葉県土木部・千葉県企業庁（1999）

図 2.11-2 三番瀬における地盤高の変化量 

地盤高の低下傾向 地盤高の堆積傾向 地盤高の堆積傾向 大きな変化なし
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2.12 検討項目 No.21 について 
 

主な具体的検討項目 検討内容 

空撮により、東京湾内の干潟の最近の地形

変化を把握する。 

数値データをもとに、東京湾の海岸線の変化

を整理した。 

 

■ 東京湾の海岸線の変化 

海岸情報数値データ（国土交通省河川局海岸室、国土地理院地理調整部、平成 13 年

度）をもとに、東京湾の海岸線の変化を整理した（図 2.12-1）。 

東京湾の海岸線の変化をみると、明治期には湾奥部の全域に広がっていた干潟が、戦後

期（昭和 20 年代）には東京港、横浜港付近で消滅した。その後、湾内全体で埋立が進み、

平成期には三番瀬、盤洲干潟などの一部を残して干潟はみられなくなった。 
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海岸情報数値データ（国土交通省河川局海岸室・国土地理院地理調整部）より作成 

 

 

図 2.12-1 東京湾の海岸線の変化 

湾奥部全域に 
干潟が広がる

埋立による 
干潟の消滅

干潟は 
一部を残して消滅

三番瀬

盤洲干潟 

富津干潟 

注）海岸情報数値データは、地形図及び旧版地形図に表示されている海岸線の位置及び砂礫浜・干潟の記号が表示された範囲をもとに座標計測を行い数値化したため、 

データには時代ごとに用いられた測量技術の差異が含まれているほか、現地調査等による位置の補正も行ってなく、大まかな傾向をとらえることを目的に実施した

ものであり、個別の海岸毎に時期間の比較を直接行うことには適していない（国土交通省河川局海岸室・国土地理院地理調査部，2002） 

※ 干潟を含む浅海域 




